
Cisco DNA Spacesにおけるロケーション階
層

この章では、Cisco Digital Network Architecture（DNA）Spacesにおけるロケーション階層の構
造と、Cisco DNA Spacesでロケーション階層を定義する方法について説明します。

•ロケーション階層の概要（1ページ）
•ロケーション階層を定義するための前提条件（3ページ）
•ロケーション階層での累積数の表示（4ページ）

ロケーション階層の概要
Cisco Spacesでは、Cisco AireOSワイヤレスコントローラ、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤ
レスコントローラ、CiscoMerakiなどのワイヤレスネットワークで定義したものと同じ構造の
ロケーションをインポートできます。

Cisco Spacesの顧客にはそれぞれデフォルトの顧客名（ルート名）が提供され、この顧客名は
Cisco Spacesロケーション階層のルートロケーションとして機能します。

Cisco Spacesはユニバーサルアカウントを提供するため、複数のワイヤレスネットワークのロ
ケーションをインポートして管理できます。プロキシミティルールには、複数のワイヤレス

ネットワークのロケーションを含めることができます。

キャプティブポータルルール、エンゲージメントルール、ロケーションペルソナルールなどの

プロキシミティルールを作成し、ロケーション階層内の任意のロケーションのアクセスポイン

ト、ユーザー、および子ロケーションを表示できます。ロケーション階層の各ロケーションの

アクセスポイント、プロキシミティルール、子ロケーション、およびユーザーの数が、その特

定のロケーションに対して表示されます。たとえば、あるグループのプロキシミティルール、

子ロケーション、およびユーザーの数は、ロケーション階層のそのグループに対して表示され

ます。これらのロケーションパラメータの数は、累積的に表示されます。

ロケーション階層には、[Cisco Prime Infrastructure]または [Cisco Catalyst Center]からインポー
トされたマップで定義されている階層構造が自動的に反映されます。
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Cisco Spacesダッシュボードでは、次の方法を使用して、キャンパス、ビルディング、フロア
などのロケーションのみをロケーション階層に選択的にインポートすることを可能にしていま

す。

• APゾーンの追加

•ビルディングの追加

•キャンパスの追加

• CMXゾーンの追加

•フロアの追加

ロケーション階層はMeraki MTをサポートします。MTセンサーからデータを受信するために
必要な構成は、Cisco SpacesとMerakiの統合を使用して更新されます。MTセンサーはロケー
ション階層に自動的にインポートされます。

Cisco Merakiのロケーション階層でサポートされているデバイスのリストは次のとおりです。

•アクセスポイントモデル：MR、Z1、CW、VMR

•カメラモデル：MV

•センサーモデル：MT

•セキュリティアプライアンスモデル：MX、Z3

Cisco Merakiネットワークのインポート

CiscoSpacesタグを持つ Cisco Merakiネットワークは、バックグラウンド同期プロセスの実行
中に Cisco Spacesのロケーション階層に自動的にインポートされます。これらのタグ付きネッ
トワークの自動インポートをサポートするには、Meraki組織がロケーション階層に存在する必
要があります。CiscoSpacesは、CiscoMerakiネットワークに追加されたタグ名である必要があ
ります。

•キャンパス、ビルディング、フロアなどのロケーションがロケーション階層から削除され
た場合、以前にアップロードしたマップを [Map Service] > [Maps Upload]を使用してアッ
プロードすることにより、ロケーション階層に追加し直すことができます。

• Cisco Spacesの顧客は、Cisco Prime Infrastructureベースのマップから Catalyst Centerベース
のマップに Cisco Spacesで移行できます。ロケーション階層と既存の Cisco Spacesデータ
に影響を与えない方法で新しいマップへのシームレスな移行を確実にするために推奨する

のは、Cisco Spacesサポートチームに連絡してロケーション階層を検証し、問題なくデー
タが引き継がれるようにすることです。

•マップを操作するときは、Google Chromeブラウザを使用することをお勧めします。マッ
プの操作は、Google Chromeで最もよくサポートされています。他のブラウザでのマップ
アクションは制限されています。

（注）
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Cisco Smartワークスペースサポート

CiscoSmartワークスペースのユースケースをサポートするために、次の新機能がロケーション
階層に導入されました。

次のロケーション階層のバックグラウンド同期がサポートされるようになりました。

• MerakiネットワークまたはフロアロケーションでのMerakiMTセンサーデバイスの同期。

• Cisco Webexデバイスと会議室およびデスクとの同期。

バックグラウンド同期プロセス中に、構成テンプレートネットワークのMerakiスキャン API
通知 URLが自動的に更新されます。

（注）

Merakiネットワーク向けカメラゾーンのサポート

Merakiにカメラゾーンを持つ新しく追加されたネットワークの場合、ゾーンがネットワークと
ともに [ロケーション階層（Location Hierarchy）]に追加されます。

既存のネットワークの場合、Merakiで追加、変更、または削除されたカメラゾーンは、バック
グラウンド同期プロセス中に [Location Hierarchy]と同期されます。

現在、Cisco Spacesダッシュボードにカメラゾーンを表示する GUIサポートは利用できませ
ん。

（注）

ロケーション階層を定義するための前提条件
Cisco DNA Spacesダッシュボードでロケーション階層を定義するには、最初に Cisco Meraki、
Cisco AireOSワイヤレスコントローラ、または Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコント
ローラなどのワイヤレスネットワークで必要な階層構造を定義する必要があります。さらに、

Cisco DNA Spacesとワイヤレスネットワーク間の接続を確立する必要があります。

• Cisco DNA Spacesを使用するための Cisco Merakiの設定

• Cisco CMXを介して Cisco DNA Spacesをシスコワイヤレスコントローラに接続する

• Cisco WLC Direct Connectを使用して Cisco Spacesをシスコワイヤレスコントローラに接
続する

• Cisco WLC Direct Connectを使用した Cisco Spacesの Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレ
スコントローラへの接続

• Cisco Spacesを Cisco AireOSワイヤレスコントローラまたは Cisco Catalyst 9800シリーズ
ワイヤレスコントローラに Cisco Spaces：コネクタを使用して接続する
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ciscospaces-configuration-guide_chapter7.pdf#nameddest=unique_53
ciscospaces-configuration-guide_chapter6.pdf#nameddest=unique_47
ciscospaces-configuration-guide_chapter6.pdf#nameddest=unique_50
ciscospaces-configuration-guide_chapter6.pdf#nameddest=unique_50


ロケーション階層での累積数の表示
ロケーション階層では、AP、近接ルール、およびロケーションの子ロケーションの数が累積
値として表示されます。ロケーションの数は、ロケーションとそのすべての子ロケーションの

数の合計になります。たとえば、あるフロアの APの総数は、フロアの APとそのフロアの下
の各ゾーンの APの合計になります。

数がゼロのロケーションには、詳細を表示するためのリンクがありません。ロケーションをク

リックすると、そのロケーションの AP、近接ルール、ロケーション、およびユーザーを表示
できます。特定のテナントアカウントの管理ユーザーの合計数は、[ユーザー（Users）]セク
ションの下に表示されます。ロケーションパラメータの詳細は、関連付けられたロケーション

からのみ表示できます。

近接ルールの場合、一意のルールのみがカウントされます。たとえば、フロアの2つのゾーン
があるエンゲージメントルールに含まれている場合、フロアのルールをカウントするとき、そ

のエンゲージメントルールは 1回だけカウントされます。
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